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【機密性２】滋賀県内の平成２9年度点検結果の速報について（橋梁）

※ 管理施設数はH29年度施設数であり、移管等により過年度報告と変更になっている場合があります。
※ 点検実施数は速報値であり、精査によって実施数は変更する場合があります。

資料2

＜平成２９年度管理者別点検速報（橋梁）＞

○ 滋賀県内における橋梁の点検結果は、判定区分Ⅳ（緊急に措置を講ずべき状態）が1橋ある。
○ 滋賀県内における橋梁点検結果は、判定区分Ⅲ（早期に措置を講ずべき状態）が103橋、判定区分Ⅱ（予防保全の
観点から措置を講ずることが望ましい状態）が936橋となっている。

H30.6末現在

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

国土交通省 800 119 89 20 10 0

高速道路会社 482 142 2 117 23 0

滋賀県
（滋賀県道路公社を含む）

3016 324 118 190 16 0

市町 7865 2152 1488 609 54 1

合計 12163 2737 1697 936 103 1

管理者 管理施設数 点検実施数

判定区分
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【機密性２】
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滋賀県内の平成２9年度点検結果の速報について（トンネル）

＜平成２９年度管理者別点検速報（トンネル）＞

○ 滋賀県内におけるトンネルの点検結果は、判定区分Ⅳ（緊急に措置を講ずべき状態）が1本ある。
○ 滋賀県内におけるトンネルの点検結果は、判定区分Ⅲ（早期に措置を講ずべき状態）が4本、判定区分Ⅱ（予防保
全の観点から措置を講ずることが望ましい状態）が8本となっている。

H30.6末現在

※ 管理施設数はH29年度施設数であり、移管等により過年度報告と変更になっている場合があります。
※ 点検実施数は速報値であり、精査によって実施数は変更する場合があります。
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Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

国土交通省 12 5 0 3 2 0

高速道路会社 18 4 0 2 2 0

滋賀県
（滋賀県道路公社を含む）

48 4 0 3 0 1

市町 8 0 0 0 0 0

合計 86 13 0 8 4 1

管理者 管理施設数 点検実施数
判定区分



【機密性２】滋賀県内の平成２9年度点検結果の速報について（道路附属物等）

＜平成２９年度管理者別点検速報（道路附属物等）＞

○ 滋賀県内における道路附属物等の点検結果は、判定区分Ⅳ（緊急に措置を講ずべき状態）の該当がない。
○ 滋賀県内における道路付属物等の点検結果は、判定区分Ⅲ（早期に措置を講ずべき状態）が9基、判定区分Ⅱ（予
防保全の観点から措置を講ずることが望ましい状態）が73基となっている。

H30.6末現在

※ 管理施設数はH29年度施設数であり、移管等により過年度報告と変更になっている場合があります。
※ 点検実施数は速報値であり、精査によって実施数は変更する場合があります。
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Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

国土交通省 99 21 3 17 1 0

高速道路会社 259 94 31 55 8 0

滋賀県
（滋賀県道路公社を含む）

64 0 0 0 0 0

市町 35 2 1 1 0 0

合計 457 117 35 73 9 0

管理者 管理施設数 点検実施数

判定区分
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【機密性２】滋賀県内の平成２9年度点検結果の速報について（優先すべき橋梁）

＜平成２９年度管理者別点検速報（優先で点検すべき橋梁）＞

○ 滋賀県内における優先すべき橋梁の点検結果は、判定区分Ⅳ（緊急に措置を講ずべき状態）が該当がない。
○ 滋賀県内における優先すべき橋梁の点検結果は、判定区分Ⅲ（早期に措置を講ずべき状態）が44橋、判定区分Ⅱ
（予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい状態）が282橋となっている。

H30.6末現在

※ 管理施設数はH29年度施設数であり、移管等により過年度報告と変更になっている場合があります。
※ 点検実施数は速報値であり、精査によって実施数は変更する場合があります。

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

緊急輸送路を
跨ぐ橋梁

177 43 9 30 4 0

跨線橋 91 19 7 10 2 0

緊急輸送路を構成する橋梁 2732 453 173 242 38 0

管理者 管理施設数 点検実施数

判定区分
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＜判定区分Ⅳのリスト＞

○橋梁

資料３

管理者 施設名 路線名 建設年 損傷の具体的内容 措置状況

東近江市 奥野1号橋 市道今11号線 不明 床版に橋軸直角方向のひび割れ H29年度 架替工事実施済み

平成30年6月末時点

○ 判定区分Ⅳの施設は恒久対策を実施済み。（１橋梁、１トンネル）

管理者 施設名 路線名 建設年 損傷の具体的内容 措置状況

※対象なし

○道路附属物等

○トンネル

区分 状態

Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態

Ⅱ 予防保全段階
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を講ず
ることが望ましい状態

Ⅲ 早期措置段階 構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態

Ⅳ 緊急措置段階
構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、緊
急に措置を講ずべき状態

※判定区分

判定区分Ⅳの構造物（滋賀県内：平成29年度点検結果）

平成30年6月末時点

平成30年6月末時点
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管理者 施設名 路線名 建設年 損傷の具体的内容 措置状況

滋賀県 横山隧道
県道

大野木志賀谷長浜線
1923

覆工背面の空洞深さ、覆工厚および地
山評価により、機能支障の恐れ

H12年度より通行止め区間
廃道予定



【機密性２】

＜判定区分Ⅳのリスト＞

○橋梁 平成30年6月末時点

○ 判定区分Ⅳの施設は恒久対策を実施中。（実施済：1橋梁、 実施中：2橋梁）

管理者 施設名 路線名 建設年 損傷の具体的内容 措置状況

※対象なし

○道路附属物等

○トンネル

区分 状態

Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態

Ⅱ 予防保全段階
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を講ず
ることが望ましい状態

Ⅲ 早期措置段階 構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態

Ⅳ 緊急措置段階
構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、緊
急に措置を講ずべき状態

※判定区分

管理者 施設名 路線名 建設年 損傷の具体的内容 措置状況

※対象なし

判定区分Ⅳの構造物（滋賀県内：平成28年度点検結果）

平成30年6月末時点

平成30年6月末時点

管理者 施設名 路線名 建設年 損傷の具体的内容 措置状況

滋賀県 無名橋第８号 国道477号 1933 主桁の主筋が破断 H30年度 架替工事完了予定

彦根市 栗見橋 新海栗見橋線 1958
ゲルバーヒンジ部にひび割れ、
鉄筋露出

全面通行止め措置中
H30修繕設計、H31修繕工事予定

草津市 神差１号橋 市道野路南11号線 不明 主桁（石材）に貫通ひびわれ H28年度 架替工事実施済み
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【機密性２】

＜判定区分Ⅳのリスト＞
○橋梁 平成30年6月末時点

管理者 施設名 路線名 建設年 損傷の具体的内容 措置状況

※対象なし

○道路附属物等

○トンネル

区分 状態

Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態

Ⅱ 予防保全段階
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を講ず
ることが望ましい状態

Ⅲ 早期措置段階 構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態

Ⅳ 緊急措置段階
構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、緊
急に措置を講ずべき状態

※判定区分

判定区分Ⅳの構造物（滋賀県内：平成27年度点検結果）

平成30年6月末時点

平成30年6月末時点

管理者 施設名 路線名 建設年 損傷の具体的内容 措置状況

国土交通省
大町橋

側道橋(下)
国道８号 1984 上部工その他（腐食、ゆるみ、脱落） H27年度 架替工事実施済み

湖南市 無名橋9
市道

清松苑1号線
1968

主桁(コンクリートパイル)のせん断破
壊

H28年度 架替工事実施済み

近江八幡市 明治橋
市道

宮内八商前線
不明 鋼主桁端部の腐食 H29年度 修繕工事実施済み

高島市 大公橋
市道

椋川線
1921 主桁、床版のコンクリート中性化 H29年度 架替工事実施済み

管理者 施設名 路線名 建設年 損傷の具体的内容 今後の予定

滋賀県 大崎第四隧道
県道

西浅井マキノ線
1936 覆工コンクリートの損傷 H29年度 対策工事実施済み

○ 判定区分Ⅳの施設は恒久対策を実施済み。（4橋梁、1トンネル）
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【機密性２】

＜判定区分Ⅳのリスト＞

○橋梁 平成30年6月末時点

○ 判定区分Ⅳの施設は恒久対策を実施済み。（１橋梁）

管理者 施設名 路線名 建設年 損傷の具体的内容 措置状況

※対象なし

○道路附属物等

○トンネル

区分 状態

Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態

Ⅱ 予防保全段階
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を講ず
ることが望ましい状態

Ⅲ 早期措置段階 構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態

Ⅳ 緊急措置段階
構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、緊
急に措置を講ずべき状態

※判定区分

管理者 施設名 路線名 建設年 損傷の具体的内容 措置状況

※対象なし

判定区分Ⅳの構造物（滋賀県内：平成26年度点検結果）

平成30年6月末時点

平成30年6月末時点

管理者 施設名 路線名 建設年 損傷の具体的内容 措置状況

米原市 丹生橋
市道

三吉枝折線
1964 主桁、横構、床版、支承の腐食 H28年度 撤去済み
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【機密性２】

9%

6%

10%

16%

21%

21%

22%

23%

25%

25%

15%

23%

28%

35%

21%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

道路附属物等

トンネル

橋梁

H26 H27 H28 H29 H30

平成30年度点検計画について（滋賀県内） 資料4

＜平成30年度における各構造物の点検予定＞

○ 滋賀県内における平成29年度までの点検実施率は、橋梁で77％、トンネルで65％、道路附属物等で73％となっ
ている。

○ 平成30年度は、橋梁2,471橋、トンネル30本、道路附属物等132基の点検を実施する予定である。

H30.6末現在

※ 管理施設数はH29年度施設数であり、新設・廃止・移管などがあるため、点検実施件数の合計と一致しない場合があります。
※ H30年度点検予定数は、H30.6現在の予定件数であり、今後に変更が生じることがあります。 4-1

H26 H27 H28 H29

橋梁 12163 1192 2436 2977 2737 77% 2471

トンネル 86 5 18 20 13 65% 30

道路附属物等 457 40 74 101 117 73% 132

施設名 管理施設数
点検実施数

実施率 H30予定



【機密性２】平成30年度点検計画について（滋賀県内）

＜平成30年度における橋梁点検予定（各管理者別）＞

○ 滋賀県内における平成29年度までの橋梁点検実施率は、国土交通省86％、高速道路会社93％、滋賀県80％、
市町74％となっている。

H30.6末現在

※ 管理施設数はH29年度施設数であり、新設・廃止・移管などがあるため、点検実施件数の合計と一致しない場合があります。
※ H30年度点検予定数は、H30.6現在の予定件数であり、今後に変更が生じることがあります。 4-2
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H26 H27 H28 H29

国土交通省 800 235 149 184 119 86% 175

高速道路会社 482 94 68 145 142 93% 47

滋賀県
（滋賀県道路公社を含む）

3016 271 798 1024 324 80% 489

市町 7865 592 1421 1624 2152 74% 1760

合計 12163 1192 2436 2977 2737 77% 2471

施設名 管理施設数 実施率 H30予定

点検実施数



【機密性２】平成30年度点検計画について（滋賀県内）

＜平成30年度における「優先すべき橋梁」の点検予定＞

○ 滋賀県内における「優先すべき橋梁」の点検実施率は、緊急輸送道路を跨ぐ橋梁が88％、跨線橋が80％、
緊急輸送道路を構成する橋梁が88％となっている。

H30.6末現在

※ 管理施設数はH29年度施設数であり、新設・廃止・移管などがあるため、点検実施件数の合計と一致しない場合があります。
※ H30年度点検予定数は、H30.6現在の予定件数であり、今後に変更が生じることがあります。

H26 H27 H28 H29

緊急輸送路を
跨ぐ橋梁

177 21 35 57 43 88% 28

跨線橋 91 14 8 32 19 80% 16

緊急輸送路を構成する橋梁 2732 332 756 864 453 88% 326

施設名 管理施設数 実施率 H30予定

点検実施数
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【機密性２】平成２９年度滋賀県道路メンテナンス会議の主な活動報告 資料５

項　　　　目 内　　　　　容

H29.7.13 平成29年度 第1回滋賀県道路メンテナンス会議
平成28年度点検速報
平成29年度活動計画　ほか

H29.11.10 現場研修会 橋梁撤去工事

H29.11.20 滋賀県道路メンテナンス会議幹事会 点検及び修繕の実施状況　ほか

H29.11.21 現場研修会 耐震補強工事

H29.12.8 現場研修会 橋梁補修工事

H29.12.25 平成29年度 第2回滋賀県道路メンテナンス会議 点検及び修繕の実施状況　ほか

H30.2.5 平成29年度 滋賀県道路鉄道連絡会議 点検及び修繕の実施状況　ほか

日　　程

5-1



【機密性２】

滋賀県道路メンテナンス会議は、道路法第28条の2
に規定する協議会です。滋賀県内の各道路管理者が相
互に連絡調整を行い、円滑な道路管理の促進を図るこ
とを目的として平成２６年５月に設立されました。平
成29年度も継続的に会議を開催することで、関連情
報や点検実施状況の共有、意見交換を図りました。

○平成29年度 滋賀県道路メンテナンス会議

平成２９年度滋賀県道路メンテナンス会議の主な活動報告

写真 ： 平成29年度第2回滋賀県道路メンテナンス会議
（平成29年12月25日）

○平成29年度 滋賀県道路鉄道連絡会議

写真 ： 平成29年度 滋賀県道路鉄道連絡会議
（平成30年 2月 5日）

滋賀県道路鉄道連絡会は、道路法第28条の2及び道路
法施行令の一部改正（平成28年10月28日国土交通省
令改正）に基づく会議です。滋賀県道路メンテナンス
会議の下部組織として、鉄道を跨ぐ滋賀県内の道路橋
（跨線橋）の点検や修繕を計画的かつ効率的に進める
ことを目的に平成29年2月の設立以降、年１回を基本
として継続的に開催しています。
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【機密性２】

○現場研修会の開催

平成２９年度滋賀県道路メンテナンス会議の主な活動状況

写真 ： 橋脚の耐震補強施工の研修（平成29年 11月21日） 写真 ： 吹付による断面修復の研修（平成29年12月 8日）

滋賀県道路メンテナンス会議では、道路橋の維持管理における様々な技術的課題を共有し、技術力向上を図るために、
さまざまな工事現場において現場研修を行っています。平成29年度は、橋梁の老朽化、延命化の観点から、国土交通
省滋賀国道事務所が実施している橋梁撤去、耐震補強、橋梁補修工事を事例として現場研修を行いました。

○ 橋梁撤去工事「野口跨道橋撤去工事」 ○ 耐震補強工事「穴太高架橋（下）補強補修工事」

○ 橋梁補修工事「彦根維持管内橋梁補修工事」

☞ 実施日 ： 平成29年11月10日
☞ 参加者 ： 15名

☞ 実施日 ： 平成29年12月8日
☞ 参加者 ： 21名

☞ 実施日 ： 平成29年11月21日
☞ 参加者 ： 14名
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【機密性２】

○橋梁直営点検

平成２９年度滋賀県道路メンテナンス会議の主な活動状況

写真 ： 廣瀬1号橋の直営点検状況
（平成29年 10月10日）

写真 ： 矢倉1号橋側道の点検状況
（平成29年10月3日）

国土交通省滋賀国道事務所では、職員の技術力向上を目的として、職員み
ずからによる橋梁直営点検を実施しています。この取り組みを活用し、滋
賀県道路メンテナンス会議の会員が臨場して、点検作業や意見交換を行う
取り組みをはじめました。
平成29年度は、滋賀県道路メンテナンス会議の会員から竜王町、長浜市、
高島市の職員が臨場し意見交換を行いました。

号線 橋種 径間 橋 長(m) 全幅員(m)

○ H29.9.28 161 ＰＣ 1 11.0 5.2

○ H29.10.3 1 ＲＣ 1 2.2 1.75

○ H29.10.10 8 ＲＣ 1 2.0 8.2

○ H29.10.10 8 ＲＣ 1 2.6 4.3

H29.11.14 1 ＰＣ 2 6.0 1.9

H29.11.14 1 ＲＣ 1 4.3 22.9

場所 橋梁規格
参加 実施日

広瀬１号橋

橋　　名

上鈎1号橋

広瀬１号橋側歩道橋上り

今津川副道橋上り

上鈎歩道橋下り

矢倉1号橋側歩道橋下り
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【機密性２】

Aグループ Bグループ Cグループ

7 下旬

上旬

中旬

下旬

上旬

中旬

下旬

上旬

中旬

下旬

上旬

中旬

下旬

上旬

中旬

下旬

上旬

中旬

下旬

2 上旬

展示期間

1

滋賀県庁
大津土木
事務所

長浜土木
事務所

H30.1.22
～H30.2.8

12

甲賀土木
事務所

湖東土木
事務所

高島市
H29.12.4
～H29.12.21

南部土木
事務所

東近江土木
事務所

高島土木
事務所

H29.12.25
～H30.1.18

H29.10.23
～H29.11.9

11
湖南市 愛荘町 長浜市

H29.11.13
～H29.11.30

10
守山市 近江八幡市 彦根市

H29.10.2
～H29.10.19

野洲市 東近江市 米原市

草津市 日野町 甲良町
H29.8.21
～H29.9.7

9
栗東市 竜王町 多賀町

H29.9.11
～H29.9.28

展示月
展示場所

大津市 甲賀市 豊郷町
H29.7.31
～H29.8.17

8

○広報活動

平成２９年度滋賀県道路メンテナンス会議の主な活動状況

写真 ： 大津市での広報活動

道路インフラの現状を広く地域住民の方に紹介することを目的に県市町においてパネル展示を開催しています。

写真 ： 竜王町での広報活動

写真 ： 守山市での広報活動 写真 ： 長浜土木事務所での広報活動
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【機密性２】

○自治体管理施設を対象とした技術相談会

平成29・30年度滋賀県道路メンテナンス会議の主な活動状況

滋賀県道路メンテナンス会議により、滋賀県が管理する泉川原梁の点検・診断・補修等について技術的な相談対
応を行いました。泉川原橋は、主桁から錆汁を含む漏水・遊離石灰が確認され、PC鋼材の腐食が懸念されまし
た。反面、当該橋梁は、昭和51年度の架設された橋梁で、設計等の詳細が不明であることから、専門家を派遣し、
現状調査、原因調査、補修方法について意見交換を行いました。
● 実施日 ： 平成３０年５月１１日（金）
● 場 所 ： 滋賀県甲賀市水口町泉（泉川原橋）
● 参加者 ： 滋賀県土木交通部 道路課、 滋賀県 甲賀土木事務所

近畿地方整備局 道路部
近畿地方整備局 近畿技術事務所、 同 滋賀国道事務所
（一社）建設コンサルタント協会、（一財）橋梁調査会

写真 ： 技術相談会 写真 ： 現地調査・損傷状況把握
5-6



【機密性２】平成３０年度滋賀県道路メンテナンス会議の主な活動予定

滋賀県道路メンテナンス会議などの開催時期及び内容は、現時点での予定であり、
変更となる場合があります。
その他に、滋賀県道路メンテナンス会議幹事会、現場研修会、橋梁直営点検など
を実施予定です。

資料6

項　　　　目 内　　　　　容

H30.7.13
道路橋の長寿命化対策に関わる技術講習会

（一社）日本建設保全協会
講演会聴講

H30.7.24 平成30年度 第1回滋賀県道路メンテナンス会議
平成29年度点検速報
平成30年度活動計画　ほか

H30.9頃 平成29年度 第2回滋賀県道路メンテナンス会議
平成29年度点検結果
道路メンテナンス年報概要　ほか

H31.2頃 平成30年度 第3回滋賀県道路メンテナンス会議 未定

H31.2頃 平成30年度 滋賀県道路鉄道連絡会議 未定

日　　程
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【機密性２】積極的な広報の展開 京都府道路メンテナンス会議

裏面に地図や観光情報を入
れることで読んでいても楽

しいものに！

メンテナンス・セカンドステー
ジをわかりやすく解説！！

京都府道路メンテナンス会議は、毎年度
リーフレット等を作成し、老朽化対策につ
いて積極的な一般向け広報を展開。

参考資料

参-1



【機密性２】

新技術につい
ても解説！！

積極的な広報の展開 京都府道路メンテナンス会議

参-2



【機密性２】

福井県道路メンテナンス会議は学生を対象に現場学習会を実施。

福井大学、福井工業大学、福井高専の学生約80名を集め、老朽化対策の重要性について
実技を交えて学習。

H28年度に続く2回目の開催。好評であったことから学校側は次年度のシラバス（授業
計画）として位置づけることを検討。

学生向け現場学習会

H30.1.12開催 プログラム
・道路の老朽化対策
・福井県のコンクリート構造物の劣化
・室内実習
・補修・補強事例
・次世代インフラ用ロボット

非破壊で傷を探す
「浸透探傷試験」

非破壊で傷を探す「電
磁波レーダ探査」

劣化メカニズムの講義

福井県道路メンテナンス会議

参-3



【機密性２】学生向け現場学習会 福井県道路メンテナンス会議
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【機密性２】学生向け現場学習会 福井県道路メンテナンス会議
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【機密性２】「夏休み2017宿題★自由研究大作戦ｉｎ大阪」に出展(近畿技術事務所)

日時：平成29年8月3日～4日
場所：インテックス大阪
主催：一般社団法人日本能率協会
来場者数：５，５５２名（主催者発表）

＜来場者の声（主催者アンケート結果より抜粋）＞
・今年で2回目の参加ですが、毎年同じ会社ばかりではないんですね。国土交
通省の橋やサンギの虫歯菌など、息子は興味をもったようです。
・実験や体験を通して、色々な知識を得られた。イベントから帰ってからも家族
に色々教えてあげていた。

○紙芝居と実験により点検・補修の大切さを説明

○職員手作りのペーパークラフトや実験キットを配布

「夏休み2017宿題★自由研究大作戦ｉｎ大阪」イベントに出展。パネルや実験・体験を通
じて橋梁の話題や維持管理の大切さなどを来場者に説明

参-6


